
 

  地域共生社会の中で だれもが幸せになる道を 未来志向で創造していく 
 

私たちのまわりの生活をみてみると、障がいのある子の親が高齢化して介護を要する世帯や、「ダ
ブルケア」と呼ばれる、介護と育児に同時に直面する世帯、さらによる深刻な「生活のしづらさ」
が以前より増しています。 
そして、人口の減少、少子高齢化により地域コミュニティが希薄化する中で、かつては、家族や

親戚、隣近所や知人によって支えられていたような困りごとでも、今はひとりで抱え込み、誰にも
相談できず解決の糸口がみつからない状況になっています。 
そのために、地域、専門機関・関係機関、行政が困りごとの度合いによって役割を変化させなが

ら、支援していく体制を実現し、セーフティネットをきめ細かくしていくための既存の社会資源(生
活を支える取り組みをしている団体や企業等)との新たなつながりの構築と新たな地域生活課題に
対応するための仕組みやサービス開発が必要な時代となっています。 
大きな時代の流れと、2040 年を見据えながら『未来からの現在』という発想の転換を図り、だ

れもが幸せになれることを目指した新たな道が求められています。 
柴田町社会福祉協議会次長（協議体委員） 加茂三弥 

結成から 15 年！ 
当初は、男性７名で夕食会からスタートしました。 
コロナ禍にて、しばらく休止しましたが、コロナ５類

以降は、西船迫の「リトルハウス」にて、ケーキセット
やパフェでコーヒータイムを楽しんでいます。 
毎月、お互いの元気を確認しながら、趣味や地域の話

題などに花を咲かせています。 

協議体推薦者：柴田町地域包括支援センター管理者 相原美由紀委員 

― 広がるあったかい居場所としての「地域食堂・こども食堂」 ― 
 

＜ランチを楽しむ会「晩げの会」＞ 
開催日：毎月第３水曜日 １５時～１６時３０分 

  会 場：船迫地区「リトルハウス」 

  場所：新栄集会所 
  開催日：毎月第２土曜日 
      １０時～１４時 

（ごはんは１１時３０分～１３時） 
  参加費：大人３００円（高校生以上） 
      子ども１００円（未就学児無料） 
  連絡先：０９０－１３７０－５３２１（児玉） 

地域の人が、気軽に利用できる地域食堂・こども食堂が町内には３地区で開催されています。
多世代全ての人にとってあたたかい居場所となるよう SC もこの活動を応援しています。 

  場所：9B 区集会所 
  開催日：毎月第３金曜日 
     １５時～（茶話会） 
     １７時～（夕食会） 
  参加費：大人３００円（茶話会のみ１００円） 
      子ども１００円（幼児無料） 
  連絡先：０８０－２８１０－３４１８(菅野) 

  場所：９A 区集会所 
  開催日：不定期 
  参加費：大人３００円 
      子ども１００円（小学生まで） 
  連絡先：５４－３７２２（高橋） 

 

 

 

９A区「土手内食堂」 

 

９B区「さくら食堂」 

 

１１C区「しんえいこどもカフェ」 

 

かっこいいオヤジたち！（９回目） 
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